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 要 旨   

目的：世界保健機関が提唱するアルコールの害を減らすための政策（具体的には、アルコールの入

手可能性と広告の減少、価格設定の増加など）に対するブラジル国民の支持を評価し、これらの政

策に反対する要因を明らかにすることを目的とした。 

 

方法：第 3 回ブラジル薬物使用に関する世帯調査（BHSU-3）でインタビューした 12 歳から 65

歳のブラジル人 16,273 名のデータを分析した。BHSU-3 は，2015 年に実施された全国規模の確

率的サンプリングに基づく調査である。各対象者に、以下に示すグループ化された 7 つのアルコ

ール政策について反対、中立、賛成のいずれかを尋ねた。１）アルコール販売規制の強化：「アル

コール販売店を減らす」「営業時間を制限する」「アルコール販売免許を導入する」２）アルコール

の広告、スポンサー、宣伝の禁止や制限を実施する：「広告規制政策」「スポーツスポンサーの禁止

政策」３）物品税や価格設定によってアルコールの価格を上げる：「増税政策」、「価格の上昇政策」。

一般化線形モデルを用いて、それぞれの政策に反対であること、およびすべての政策に反対である

ことの関連要因を評価した。 

 

結果： 全体として、28％のブラジル人が上記のすべての政策に賛成し、16％が反対していた。

賛成率が最も高かったのは広告規制（53％）、最も低かったのは値上げ（40％）であった。すべ

ての政策に反対する要因は、男性であること[調整オッズ比(AOR) = 1.1; 95%CI: 1.0-1.3], 宗教を

持っていないこと（AOR = 1.4; 95%CI: 1.1-1.8）, カトリック教徒であること（AOR = 1.3; 

95%CI: 1.1-1.5）, アルコール依存症（AOR = 1.6; 95%CI: 1.1-2.4) であることが示された。 

 

結論： ブラジル政府はアルコール広告を制限する対策には、多くの国民の支持を期待すること

ができる。アルコール産業のロビー活動や巧みなマーケティング戦略へ対抗するには、こうした

情報が重要である。 
 


